
「
前
原
市
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
条
例
」
に
つ
い
て
、
賛

成
討
論
を
い
た
し
ま
す
。

私
は
、
子
育
て
奮
闘
中
の

お
母
さ
ん
か
ら
、
土
曜
日
開

所
や
朝
夕
の
時
間
延
長
の
要

望
を
お
受
け
し
、
出
来
る
だ

け
早
い
時
期
で
の
実
現
を
執

行
部
に
申
し
入
れ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
昨
年
の
12
月
定
例

議
会
の
一
般
質
問
で
も
取
り

上
げ
、
執
行
部
か
ら
は
「
土

曜
日
開
所
の
た
め
に
は
職
員

の
問
題
、
費
用
の
問
題
な
ど
、

ま
だ
多
く
の
課
題
を
解
決
し

な
く
て
は
な
ら
ず
、
平
成
20

年
度
か
ら
実
施
し
た
い
」
と

の
答
弁
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
し
た
。
ま
さ
に
今
回
の
条

例
案
が
、
そ
れ
を
実
現
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

指
定
管
理
者
制
度
導
入
の

目
的
と
し
て
言
わ
れ
て
い
る

「
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ

に
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
に

対
応
す
る
た
め
、
公
の
施
設

の
管
理
に
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
用
し
な
が
ら
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
と
経
費
の
節
減

を
図
る
こ
と
」

ま
さ
に
、
「
こ
の
目
的
を
達

成
す
る
た
め
の
、
指
定
管
理

者
制
度
の
導
入
で
あ
る
の
か
」

が
重
要
と
考
え
ま
す
。

以
下
、
何
点
か
本
条
例
に

賛
同
す
る
意
見
を
申
し
ま
す

が
、
結
論
と
致
し
ま
し
て
、

「
指
定
管
理
者
制
度
導
入
の

目
的
に
合
致
す
る
条
例
」
で

あ
る
、
と
判
断
し
賛
成
い
た

し
ま
す
。

一
番
目
と
し
て
、
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
経
費
節
減
が
望

め
る
と
い
う
点
で
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
申
し
上
げ
れ
ば
、

土
曜
日
開
所
の
実
現
お
よ
び

開
所
時
間
延
長
が
可
能
と
な
っ

た
こ
と
と
、
土
曜
日
開
所
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
県
補

助
金
が
増
額
と
な
り
、
本
事

業
を
運
営
す
る
上
で
プ
ラ
ス

と
な
る
こ
と
。

二
番
目
と
し
て
、
利
用
料

金
の
据
え
置
き
と
い
う
点
で

あ
り
ま
す
。
本
条
例
の
第
17

条
の
２
項
に
は
「
利
用
料
金

の
額
は
、
別
表
に
定
め
る
金

額
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
あ

ら
か
じ
め
市
長
の
承
認
を
得

て
、
指
定
管
理
者
が
定
め
る

も
の
と
す
る
」
と
な
っ
て
お

り
、
利
用
者
負
担
増
が
安
易

に
で
き
な
い
歯
止
め
が
か
か
っ

て
い
ま
す
。

本
議
案
が
可
決
さ
れ
れ
ば
、

指
定
管
理
者
の
選
定
に
着
手

さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
今
後

の
期
待
を
披
瀝
（
ひ
れ
き
）

し
ま
す
。

本
条
例
の
第
４
条
、
指
定
管

理
者
が
行
う
業
務
の
一
番
目

に
「
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
す

る
児
童
に
適
切
な
遊
び
場
及

び
生
活
の
場
を
与
え
て
、
そ

の
健
全
な
育
成
を
図
る
業
務
」

が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
非

常
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
是
非
と

も
「
健
全
な
育
成
」
に
情
熱

を
燃
や
し
、
未
来
か
ら
の
使

者
で
あ
る
子
供
た
ち
が
、
健

全
に
育
つ
こ
と
が
、
糸
島
地

域
ひ
い
て
は
日
本
の
将
来
を

決
定
付
け
る
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
で
あ
り
ま
し
ょ

う
。

私
は
、
児
童
が
喜
ん
で
児

童
ク
ラ
ブ
に
集
い
・
生
活
す

る
こ
と
に
よ
り
、
懸
命
に
働

い
て
育
て
て
く
れ
て
い
る
親

や
保
護
者
に
対
し
て
、
感
謝

の
心
が
芽
生
え
る
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
で
あ
っ
て
欲
し
い

と
念
願
し
ま
す
。

市
も
「
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
は
指
定
管
理
者
に
運
営
を

任
し
て
い
る
か
ら
」
と
い
う

姿
勢
で
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
児
童
が
発
信
す
る
サ
イ

ン
を
見
落
と
す
こ
と
な
く
、

い
ち
早
く
受
け
止
め
、
手
を

差
し
伸
べ
る
姿
勢
が
大
事
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
た
め
に
市
は
”
指
定

管
理
者
“
と
し
て
、
現
場
で

児
童
の
お
世
話
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
先
生
な
ど
と
定

期
的
に
協
議
の
場
を
設
け
、

よ
り
良
い
学
童
保
育
が
で
き

る
よ
う
、
し
っ
か
り
と
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
。

保
護
者
の
皆
様
か
ら
「
指

定
管
理
者
制
度
導
入
は
正
し

い
選
択
で
あ
っ
た
」
と
賞
賛

さ
れ
る
日
が
来
る
こ
と
を
心

よ
り
期
待
し
、
賛
成
討
論
と

致
し
ま
す
。
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TEL:092-322-9150

９
月
度
定
例
議
会
に
お
い
て
「
前
原
市
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
条
例
」
に
つ
い
て
賛
成
討
論
を
行
い
ま
し
た
。
平
成
20
年

４
月
１
日
よ
り
土
曜
日
開
所
が
正
式
決
定
と
な
り
ま
し
た
。

以
下
議
会
で
私
が
発
言
し
た
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

平
成
19
年
９
月

定
例
議
会
報
告

前原南児童クラブの様子

１
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と

経
費
削
減
効
果

２
、
利
用
料
金
は
据
置
き
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「生命のメッセージ展」に足を運ばれた、お２人
から感想（作文）を戴きました。原文のまま、ご紹
介します。

今回初めて、パネル展を見学した。
そこには、同じ人間が行ったとは信じられ

ないような残虐な行為により、奪われた命の
叫びがあった。

無念があった。等身大の被害者の命の重み
に身震いする思いだった。

自分の無力さ、無関心が、奪われた命に対
して、何ができるか -------- そう問いなが
ら歩いていた時、一筋の光に出会った。猿渡
瞳さんだった。

命輝いた彼女の生き方が、命の証明だと思っ
た。

今あることに感謝し、生かされている命を
輝かせること。これが今ある私たちの使命と
改めて思った。

（二人の児童を持つお母さん）

私は、１０月７日に「生命のメッセージ展」
に行きました。すると、私が知らない事件や、
事故で亡くなっていった人達の遺品「靴」が
置いてありました。

そのなかには、被害者は、何も悪くないの
に、加害者が飲酒運転で、お酒を飲んで、運
転している人から、ひき逃げされ、引いた子
供より、自分がお酒をのんでいる事を、警察
にばれないように、１１９番通報をしなくて、
子供の命をむだにした人がいることを知った。

私は、その紙にかいてある話を読んで「死
にたくないのに、何で人を殺すのだろう。人
の命より自分の命のほうが大切なのか、自分
が殺されるのは、怖いのになぜ人を殺すのだ
ろう」と思いました。

これを書いている途中も、書いているだけ
で涙がでてきます。

ほかにも、私よりも小さい子供や、小さい
子どもたちのために、交通指導をしていた
「黄色いハタのおじさん」も交通指導中に飲
酒運転をしていたトラックに、はねられ亡く
なっていました。

私は、生命のメッセージ展とニュースで３
０件近くの飲酒運転の事件を知りました。私
は、もう犠牲者を出してはいけないと思いま
した。なので、お酒を飲んだら飲んだ人に運
転させないで、タクシーで帰らないといけな
いと思ったので、それを実行しようと思いま
す。

もう一つは、大学の一年生をつぶすそうと、
お酒をいっぱい飲ませ、別の場所に放置し、
誰にも見守られず亡くなったという事件を、
「生命のメッセージ展」で２件も見ました。
なんで大学一年生をつぶさないといけないの。
という気持ちでいっぱいになりました。

私が、「生命のメッセージ展」に行って一
番感じた事は、命を大切にしないといけない
という事です。理由は、病気で、猿渡瞳さん
のように、ガンになっても「大切な仲間がいっ
ぱい亡くなっていくけど、私は頑張る」と希
望をもって生きていたからです。だから、生
きたくても生きられない人だっているので、
絶対に人を殺しては、いけないと思いました。

自分がされて嫌なことは、絶対に人にしな
いという、心掛けが大切だと思います。たか
ら、これからは小さい命、虫でも大切にしよ
うと思います。

（小学校５年生女の子）

今回紙面に掲載できなかった項目に関しては、私のホームページ

に詳しく掲載しています。

アドレスは http://www.sasagurisumio.com

また、皆様からのご要望、ご相談も随時受け付けております。

連絡先は092-322-9150（FAX兼）。

いつでも、お気軽にご連絡ください。

10
月
６
日
（
土
）
午
前
９

時
か
ら
前
原
小
体
育
館
で

「
生
命
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
ｉ

ｎ
前
原
」
（
同
実
行
委
員
会

主
催
、
前
原
市
共
催
）
が
開

幕
。
こ
れ
は
犯
罪
や
事
故
・

い
じ
め
な
ど
で
、
理
不
尽
に

生
命
を
奪
わ
れ
た
犠
牲
者
が

主
役
の
ア
ー
ト
展
。
会
場
に

は
市
内
９
小
学
校
４
，
６
０

０
０
人
が
作
っ
た
折
り
鶴
や
、

犠
牲
者
１
２
７
人
の
等
身
大

人
型
パ
ネ
ル
、
生
き
た
証
で

あ
る
靴
、
残
さ
れ
た
家
族
の

言
葉
な
ど
、
１
２
７
名
の
方
々

の
無
念
さ
と
、
生
命
の
尊
さ

を
心
底
か
ら
感
じ
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
前
原
小
学
校

６
年
生
児
童
１
２
０
名
に
よ

る
リ
コ
ー
ダ
演
奏
や
合
唱
、

併
せ
て
児
童
代
表
に
よ
る
生

命
の
尊
さ
の
語
り
に
感
動
し

ま
し
た
。

３
日
間
の
来
場
者
は
約
４
，

３
０
０
名
に
達
し
た
そ
う
で

す
。
実
行
委
員
の
方
々
、
前

原
市
、
前
原
市
教
育
委
員
会
、

前
原
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
多
く
の

皆
様
の
ご
尽
力
の
結
果
で
あ

る
と
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま

す
。今

回
鑑
賞
で
き
な
か
っ
た

方
、
福
岡
市
内
で
特
別
展
示

が
開
催
さ
れ
る
よ
う
で
す
。

是
非
、
足
を
運
ん
で
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。

体育館に飾られた折り鶴 「生命のメッセージ展」
代表の鈴木共子さんと

生命のメッセージ展 公式サイト
http://www.inochi-message.com

『0(ゼロ)からの風』公式ウェブサイト
http://www.zero-karano-kaze.com

生命のメッセージ展ｉｎまえばる
- 楽天ブログ（Blog）

http://plaza.rakuten.co.jp/inmaebaru

福岡で
はじめて

前原小6年生の皆さんの演奏

『生命のメッセージ展 特別展示』
開催場所 福岡市役所 （福岡市中央区天神１－８－１）
日 程 ２００７年１１月２４日（土）、２５日（日）
展示時間 １０：００～１７：００（両日とも）

映画『０（ゼロ）からの風』（鈴木共子さんをモデルに製作）
公開場所 都久志会館 福岡市中央区天神４－８－１０
日 程 ２００７年１２月１５日（土）
開映時間 １０：００～／１３：００～／１５：３０～／１８：００～
問合せ先 福岡中央ライオンズクラブ（０９２－７７１－５７８１）


